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審 査 の 結 果 の 要 旨
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本研究はヒツ ジ胎仔羊水腔内へ 蒸留水を注入 し , 各種生理機能の変化及び浸

透圧の変化を長時間にわたり観察する こと に より ､ 胎仔が新たな環境に適応し

て い く過程を明らか にする ととも に , 勝帯動脈血流量を測定し , その 変化のメ

カ ニ ズム につ い て 検討する こと を目的としたもの で あり , 下記の結果を得て い

る ｡

1 . ヒツ ジ羊水腔内 へ の蒸留水注入により羊水 ･ 胎仔血 ･ 母獣血浸透圧 の低下が

観察された ｡ 胎仔血浸透圧 の低下に より胎仔噴下は強く抑制されて おり , 注

入 した蒸留水はi ntr a m e m b r 弧 O u S p ath w a y を介 して胎仔に吸収され , 最終的に

は母獣に移行する ことが示唆された ｡

2 , 胎仔血浸透圧は 1 80 分後以降ほぼ 一 定の 値で推移した ｡ こ の ことは羊水一胎仔

血浸透圧較差が縮小し I M P にお ける吸収量が減少する こと ､ 及び胎仔血 _ 母

献血浸透圧較差が拡大し胎盤に おける母獣 へ の水 の 移動が増加した こ と の

両者が関与して いる と考えられる ｡ こ の 時期には胎仔は自らを安定させた状

態を保ちながら羊水腔の水を母獣 へ 送るポン プの役割を果たして い る と解

釈する ことが で きる ｡

3 . ヒ ツ ジ羊水腔内 へ の 蒸留水注入 に より胎仔動脈血圧 の 一 過性上昇がみられ

た ｡ 同時期に胎仔血にお い て溶血が確認され てお り , 胎仔血浸透圧 の低下が

溶血を引き起 こ し 一 過性の胎仔動脈血圧上昇 に つ な が っ た可能性が考えら

れ る ｡ 一 方 で胎仔心拍数は胎仔動脈血庄と逆の変化を示して おり , これ は

b a r o r e n ¢x によ る変化と考えられ る ｡

4 ･ ヒ ツ ジ羊水腔内 へ の蒸留水注入 により勝帯動脈血流量は急激な減少を示し

た ｡ この変化は羊水浸透圧 の変化と高い相関を有して お り , 羊水浸透圧 の低

下が直接麟帯動脈血流量 の減少を引き起こ した 可能性が考えられた ｡ こ の機

序として溶血及び羊膜上皮細胞由来 c b e m i c al m e di at ｡ r が関与して い る可能
性が考えられ る ｡ 羊水吸収 の最前線で あ る羊膜繊毛膜毛細血管における急激

な浸透圧低下は溶血を起こ し , 血球内から血衆内に放出された ヘ モ グロ ビン

が血流減少 ･ 血管収縮 , さ らに 血管収縮物質を分泌する と考えられる｡ また

羊水浸透圧低下を感知した羊膜上皮細胞は c b e m i ｡ al m e di at o r( エ ン ドセ リ



ン ･

1 な どの血管収縮物質) を分泌し､ それ により血管収縮及び血流の減少を

引き起 こした可能性も考えられ る ｡

5 . 胎仔血 ヘ マ トクリ ッ トの 有意な上昇が観察された ことか ら､ 僻帯動脈血流量

を減少させる因子として循環血液量の減少も挙げられ る ｡ 胎仔血祭浸透圧 の

減少による血管収縮及び細胞間質 へ 水の移動が循環血液量の減少をもたら

し ､ それが勝帯動脈血流量の減少に寄与して い る可能性も考えられた｡

以上 ､ 本論文はヒツ ジ胎仔羊水腔内 へ の蒸留水注入によ る各浸透圧及び生理機

能の観察により , i ntr a m e m bt a n o u s p ath w ay における水の移動の変化を示すと共に ､

胎仔が低浸透圧羊水の環境に対 し適応して いく過程を明らか に した ｡ さ らに勝

帯動脈血流量の減少を示しそ の メカニズム に つ い て も検討した ｡ 本研究結果よ

り , 羊膜内にはintr a m e m b r a n o u s p ath w a y や羊膜内済帯循環が存在し , 羊水の変

化に対して種々 の反応を示す ことが明らかとな っ た ｡ この ことは臨床的に認め

られ る数多くの羊水異常のメ カ ニ ズム に羊膜 の機能が関与して い る可能性を示

唆して お り , 今後の羊水量調節の メカ ニズム 及び羊水の変化に対する胎仔の適

応につ い ての研究に重要な貢献をなすと考えられ , 学位の授与に値するもの と

考えられる｡




